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概要 

 Ｔｉｔａｎｉｕｍを例に、六方晶の解析の手法を説明します。 

   方位は、ＴＤ－ｓｐｌｉｔ（ＮＤからＴＤ方向に３２．４度傾き） 

１００％と５０％（残り５０％はｒａｎｄｏｍ）を比較します。 

 X軸を[10-10] ３指数では[210] （－１２－１５）［１０-１０］ <> （－１２５）［２１０］ 

  

   X軸を[2-1-10] ３指数では[100] 

  

 X軸の設定の仕方で ODF図が異なり、φ２が３０度シフトします。 

 解析時、X軸の設定を宣言しましょう。 

 以降、X軸は[10-10] ３指数では[210]で解析を行う。   

 の評価を行う。 



方位１００％とｒａｎｄｏｍ５０％を含む極点図比較 

方位１００％ 

 

方位５０％＋ｒａｎｄｏｍ５０％ 

 

 

極点図まとめ 

  

 ｒａｎｄｏｍを含まないと最小密度は０．０ 

 ｒａｎｄｏｍ５０％では、不完全極点図最小密度は約０．５を示す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ODF解析 100% ３指数（－１２５）［２１０］の VolumeFraction 

  

Integration Methods 

 

Model Functions Method 

 
 （-125）[210]の VolumeFractionは１００％が計算される。 

Δを手動で青い領域がなくなるまで 

広げる。 

 

結果 

(-125)[210]が 99.76% 

BGは、0% 

その他が 0.24% 

自動で検出された方位を計算 

 

結果 

(-125)[210]が 99.99% 

Random+その他が 0.01% 



ODF解析 50%+random(50%) ３指数（－１２５）［２１０］の VolumeFraction 

  
Integration Methods 

  

Model Functions Method 

  

 （－１２５）［２１０］の VolumeFractionは５０．１６％が計算される。 

Δを手動で青い領域がなくなるまで 

広げる。 

 

結果 

(-125)[210]が 52.47% 

BGは、0.12% 

その他が 46.44% 

自動で検出された方位を計算 

 

結果 

(-125)[210]が 50.16% 

Random+その他が 49.84% 



１００％方位のｒａｎｄｏｍ評価 

評価 

 

 ｒａｎｄｏｍは０．０％ 

 

５０％＋ｒａｎｄｏｍ５０％のｒａｎｄｏｍ評価 

 

 ｒａｎｄｏｍが４９％含まれています。 

 

 {-125}<210.=50.16% random=49% が計算される。 

 

 



（－１２５）［２１０］１００％のＲｐ％評価 

 極点図から ODF解析    VolumeFractionから計算した ODF図 

 
 

極点図から計算した ODFの再計算極点図と VolumeFractionから計算した極点図より Rp％の計算 

 

  Ｒｐ％＝０．４％ 

  問題なく ODFの VolumeFractionが計算されています。 

 

 

 

 

 



（－１２５）［２１０］５０％＋ｒａｎｄｏｍ５０％のＲｐ％評価 

 極点図から ODF解析    VolumeFractionから計算した ODF図 

 
 

極点図から計算した ODFの再計算極点図と VolumeFractionから計算した極点図より Rp％の計算 

 

  Rp％＝０．６％ 

  問題なく ODFの VolumeFractionが計算されています。 

 

 

 

 

 



逆極点図 

 １００％ 

 ND      RD 

   

 

 

 ５０％＋ｒａｎｄｏｍ５０％ 

  

 

 

 等高線分割のｍｉｎ（最小値）は０．０であるが、マウスカーソルで密度を表示すると 

 ｒａｎｄｏｍ５０％では極以外の密度は０．５近くを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（－１２５）［２１０］１００％と５０％のシュミット因子計算 

１００％（すべり面を（０００１）とした場合） 

 

 

５０％＋ｒａｎｄｏｍ５０％（すべり面を（０００１）とした場合） 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎが１／２では、ＶＦ＊Ｓｃｈｍｉｄ値も１／２を示す。 

 



｛０００１｝Ｓｌｉｐにおける｛－１２－１５｝の位置 

  

 βが３０－＞６０の範囲では｛１１－２５｝で求められる、 

  


